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27 年 5 月 21 日 （ 木 ） 午 後 2 時 0 分 ～ 午 後 3 時 40 分

２　開放型自治会館の定義について

①　「シンボル事業③ＷＧ」は、小規模地域施設の移譲と開放について調整するもの。
今回は「譲渡の方針」と「開放型自治会館の定義」について、検討を進めていきたい。
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１　老人いこいの家、児童館の移譲について
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②　方針、定義については、ＷＧ→ＰＴ→本部会の流れで策定していくことになる。
　　案を参考に、内部でも揉んでいただいた上で、次回以降も検討していきたい。

今回は「譲渡の方針」と「開放型自治会館の定義」について、検討を進めていきたい。

⑤　機能補完補助の取扱方針が決定された。また、新規建設補助のみならず、中古物件
を購入した場合や複数の自治会が共同で設立した場合の補助などについても、検討を投
げかけている。

③　譲渡の考え方（案）について、基本的には再配置計画にあるように、無償での譲渡
としたい。すでに、老人いこいの家の移譲は、無償譲渡を前提として話が進んでいるこ
とから、今後も足並みを揃えたい。

⑦　建替えをしない場合の土地の取扱いについて
⇒　自治会等が望むのであれば、譲渡するのが良いのではないか

備考

④　機能については、移譲に伴い、施設が残らないことを踏まえて、それぞれ担ってい
た機能を、どこで、誰が、どうするかを考えていかなければならない。

⑥　開放型について、使用料収入や維持管理目的の収入など、自治会等が施設を運営す
ることに対する税金について、確認が必要である。

⑧　曽屋ふれあい会館の跡地利用について、民間企業まで提案の募集を広げた。


